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１． 研究課題

地球温暖化対策に関しては、IPCC（国連気候変動に関する政府間パネル）の第 5 次報告書に

述べられているように省エネルギーなどの緩和策に加えて温暖化に適応する対策も行うこと

が重要である。適応可能な環境手法に関して人体側の知見を整理する必要がある。環境適応

策を検討するために住宅・建築環境における快適性・知的生産性評価に関する研究を行う。

これまでの長期大型プロジェクトで申請者は「室内空気質と熱的快適性に関する研究」とし

てシックハウス・シックビル問題、東日本大震災後の節電環境下の室内環境に関する研究、

病院における感染制御などに関する研究を行って来た。これらの研究にウエルネスという視

点を新たに加え展開する。例えば、オフィスでは知識創造活動が行われており、ワーカーの

知的生産性を低下させることなく、建築物の低炭素化を実現する手法を開発することが望ま

れる。快適性・健康性の低減要素だけではなく、健康を増進させる住宅や建築のウエルネス

に関する提案を行うことを目的とする。これらの研究は、社会的意義が大変高いと考えてい

る。

２． 主な研究成果

１）人体体温調節モデルに関する研究

２）放射空調の快適性に関する研究

３）ウエルネスオフィスの概念整理に関する研究
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要、物理環境、ウェルネス、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 8 巻、pp21-24、2017.9

・篠山拓真、田辺新一、高橋幹雄、 野﨑尚子、和田一樹、高橋祐樹、中川純、篠田純、浅 賀潤一、

執務空間における Active Design がワークスタイルに与える影響に関す る研究 その 2 知的生

産性、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 8 巻、pp25-28、2017.9

・高橋祐樹、田辺新一、高橋幹雄、野崎尚子、和田一樹、中川純、浅賀潤一、篠田純、篠山拓真、

執務空間における Active Design がワークスタイルに与える影響に関する研究 その３ 座席利用

とコミュニケーション、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 8 巻、pp29-32、2017.9



・田辺新一、省エネマークで家を選ぶ、日本経済新聞（住宅ナビ）、2017.4.2

・田辺新一、コンクリ住宅 熱中症警戒、日本経済新聞（住宅ナビ）、2017.7.5

・田辺新一、シックハウス換気で防ぐ、日本経済新聞（住宅ナビ）、2017.9.6

・田辺新一、採光で健やか家も心身も、日本経済新聞（住宅ナビ）、2017.11.8

・田辺新一、省エネで、快適・健康になろう、神奈川新聞（Dr.タナベの我慢しないで快適生活）、

2017.6.3

・田辺新一、住まいの環境性能とお金の話、神奈川新聞（Dr.タナベの我慢しないで快適生活）、

2017.7.22

・田辺新一、夏の遮熱と断熱、神奈川新聞（Dr.タナベの我慢しないで快適生活）、2017.8.25

・田辺新一、省エネと創エネ、神奈川新聞（Dr.タナベの我慢しないで快適生活）、2017.9.27

・田辺新一、住まいの断熱で冬を快適に、神奈川新聞（Dr.タナベの我慢しないで快適生活）、2017.10.26

５． 研究活動の課題と展望

１）国土交通省、資源エネルギー庁、NEDO、東京都などの施策においてウエルネスは重要な

要素となっている。

２）研究・開発が行われる測定評価方法に関しては、新規性が高く特許取得などが考えられ

ること。

３）科学研究費、NEDO などの国費以外に民間企業が注目する分野であり、資金導入が期待

できること。

４）建築分野のみの知見ではなく、エネルギー工学、機械分野、電気分野などの領域を含み

極めて学際的な研究であること。

５）デンマーク工科大学、カリフォルニア大学バークレー校、アーヘン工科大学、香港大学、

シンガポール大学などとの国際交流。

今年度開始したプロジェクトであるため、今後の進展のために努力している。


